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一
般
質
問

●
こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録
（
反
訳
文
）
に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
本
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

●
各
議
員
氏
名
横
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
学
校
環
境
に
つ
い
て

本
町
内
の
小
中
学
校
に
設
置
さ
れ
て

い
る
学
校
内
空
調
設
備
の
利
用
規
定

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
空
調
機
の
稼
働
期
間
は
５
月

１
日
～
10
月
31
日
ま
で
の
期
間
と
な
っ
て
お

り
、
設
定
温
度
は
27
度
と
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
学
校
現
場
で
気
温
や
室
温
が
高
い
場

合
な
ど
、
そ
の
現
状
に
合
わ
せ
て
臨
機
応
変

に
対
応
し
て
い
る
。

現
在
あ
る
空
調
設
備
の
稼
働
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
全
て
は
稼
働
し
て
い
な
い
。

学
校
か
ら
空
調
機
の
不
具
合
の
報
告
が
あ
れ

ば
、
す
ぐ
に
対
応
し
て
い
る
が
部
品
の
納
入

の
遅
れ
や
高
額
な
修
繕
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

か
ら
発
注
す
る
も
の
も
あ
る
。

学
校
側
か
ら
早
め
の
修
繕
要
望
等
は

あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
側
か
ら
の
修
繕

依
頼
が
あ
り
、
授
業
環
境
が
大
変
悪
い
と

の
話
が
あ
る
。
部
品
納
品
な
ど
に
時
間
が

か
か
っ
て
お
り
、
学
校
側
で
空
き
教
室
等
を

活
用
し
て
も
ら
い
な
が
ら
対
応
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

■
物
価
高
騰
に
よ
る
学
校
給
食
の

影
響
は

物
価
高
騰
に
よ
り
、
多
く
の
町
民
の

暮
ら
し
に
影
響
が
出
て
い
る
状
況
だ

が
、
学
校
給
食
へ
の
影
響
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
物
価
の
高
騰
に
よ
る
学
校
給

食
へ
の
影
響
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
、
栄
養

価
を
下
げ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
、

価
格
の
安
い
業
者
を
選
定
す
る
な
ど
工
夫
し

保
護
者
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
取
組
ん

で
い
る
。県

や
国
へ
給
食
費
の
材
料
の
高
騰
や

イ
ン
フ
ラ
高
騰
に
対
し
て
補
助
の
要

望
を
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
他
の
高
騰
等
に
つ
い
て
は
、
国

の
方
か
ら
い
ろ
ん
な
支
援
金
が
あ
る
の
で
そ

の
活
用
と
か
し
な
が
ら
対
応
で
き
る
の
は
し

っ
か
り
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
防
災
へ
の
取
組
み

現
在
の
地
域
防
災
計
画
が
平
成
30

年
で
止
ま
っ
て
い
る
が
、
今
後
改

定
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
様
々
な
時
代
に
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
ま
だ
十
分
に
追
い
き
れ
て
な
い
部

分
も
あ
る
の
で
、
内
部
で
中
身
の
検
証
や
近

隣
市
町
村
等
の
動
向
も
調
査
し
な
が
ら
改
定

の
方
向
で
努
力
し
た
い
。

早
め
に
防
災
計
画
を
立
て
て
も
ら

い
た
い
が
。

　
　
　
　
　
強
靭
化
計
画
と
合
わ
せ
て
防
災

計
画
を
見
直
し
な
が
ら
作
って
い
き
た
い
。

問

問

問問

問

現
在
県
の
冠
水
対
策
素
案
に
つ
い
て
の
確

認
作
業
を
指
示
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
ラ

イ
ブ
カ
メ
ラ
の
設
置
検
討
、
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
等
を
指
示
し
て
い
る
。

被
災
者
に
対
し
、
義
援
金
制
度
を
構

築
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
今
大
変
な
気
持
ち
は
理
解
し
て

い
る
。
義
援
金
や
見
舞
金
な
ど
内
部
検
討
し

た
い
。

小
波
津
川
の
断
面
を
確
保
す
る
為
、

既
存
の
河
川
も
活
か
し
な
が
ら
、
も

う
一
方
を
折
点
か
ら
真
直
ぐ
下
流
に
推
進
工

法
で
確
保
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
流
入
す
る
水
は
全
て
流
域

外
。
町
域
の
23
％
は
、
小
波
津
川
流
域
で

あ
る
為
、
そ
の
対
策
が
最
優
先
で
あ
る
。

そ
の
次
に
、
指
摘
の
課
題
の
改
善
を
行
い

た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
紙
12
月
号
に
間
に

合
う
の
で
あ
れ
ば
、
掲
載
す
る
。

■
学
校
施
設
や
備
品
等
の
点
検
結

果
は
！！

学
校
施
設
や
備
品
等
の
安
全
点
検
結

果
と
不
備
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
支
柱
の
老
朽

化
に
つ
い
て
、
各
小
学
校
１
コ
ー
ト
分
の
支

柱
購
入
を
行
う
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
今
年
度
、
関
係
機
関
及
び
庁

内
関
係
課
と
個
別
の
意
見
交
換
を
行
い
、
今

後
は
移
行
準
備
事
業
の
実
施
に
取
組
む
自
治

体
の
情
報
を
得
な
が
ら
、
進
め
方
を
検
討
し

て
い
く
。

問

問

そ
の
他
の
質
問

○
学
校
通
学
路
の
安
全
○
琉
球
大
学
移
転
跡
地
利

用
○
乳
幼
児
健
診
に
つ
い
て
○
母
子
健
康
手
帳
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
○
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想

問問

問

町
長

建
設
部
長

教
育
部
長

福
祉
部
長

上
下
水
道
課
長

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
総
務
課
長

環
境
安
全
課
長

町
長

町
長

儀
ぎ

間
ま

駿
しゅん

太
た

郎
ろう

議員
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一
般
質
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録
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議
員
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質
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部
を
ま
と
め
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本
委
員
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確
認
・
編
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し
た
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の
で
す
。

●
各
議
員
氏
名
横
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
葬
祭
場
建
設
に
つ
い
て

火
葬
場
問
題
は
西
原
町
民
に
と
っ
て

も
一
番
深
刻
で
あ
る
。
昨
年
頃
か

ら
「
火
葬
場
が
混
み
合
い
、
自
宅
な
ど
で
遺

体
を
安
置
す
る
期
間
が
長
引
き
、
遺
族
の
負

担
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
話
も
出
て
、
亡

く
な
っ
て
か
ら
火
葬
ま
で
一
週
間
近
く
か
か

る
こ
と
も
あ
り
町
民
に
と
っ
て
精
神
的
な
負

担
、
金
銭
的
な
負
担
と
大
き
く
の
し
か
か
る

わ
け
で
町
当
局
は
町
民
の
こ
の
苦
難
に
ど
う

応
え
る
か
。

　
　
　
　
　
現
在
火
葬
場
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
火

葬
待
ち
に
、
さ
ら
に
拍
車
が
か
か
り
待
機
日

数
が
長
期
化
し
て
い
る
現
状
で
あ
り
、
広
域

化
相
場
の
重
要
性
を
改
め
て
痛
感
し
て
い

る
。

本
町
の
姿
勢
と
し
て
広
域
化
の
計
画

が
出
な
い
限
り
、
葬
祭
場
建
設
に
着

手
し
な
い
立
ち
位
置
か
。

　
　
　
　
　
建
設
候
補
地
の
課
題
や
、
補
助

金
等
の
活
用
な
ど
、
財
源
的
な
課
題
等
の
理

由
に
よ
り
５
市
町
村
で
の
建
設
を
断
念
し
た

経
緯
が
あ
り
、
昨
年
10
月
に
宜
野
湾
市
が
実

施
し
た
前
回
の
検
討
委
員
会
の
構
成
市
町
村

に
１
市
を
加
え
た
６
市
町
村
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
、
広
域
的
に
取
り
組
む
の
も

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
近
隣
市

町
村
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
調
査
し
た

い
。

私
は
皆
さ
ん
が
広
域
に
こ
だ
わ
る
の

が
よ
く
分
か
ら
な
い
。
今
、
沖
縄
県

に
は
20
余
り
の
葬
祭
場
、
火
葬
場
が
あ
り
、

沖
縄
本
島
に
は
13
あ
る
。
20
幾
つ
あ
る
中
、

広
域
は
い
な
ん
せ
と
南
斎
場
、
２
つ
だ
け
だ
。

料
金
的
に
言
っ
て
も
北
部
の
ほ
う
は
１
万
円
、

１
万
５
０
０
０
円
が
主
で
、
料
金
的
に
も
広

域
の
ほ
う
が
高
い
。
広
域
に
す
る
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
広
域
と
い
う
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の

財
政
状
況
が
あ
る
。
従
っ
て
、
一
市
町
村
で

な
か
な
か
対
応
で
き
な
い
財
政
的
な
も
の
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
補
助
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
る
。

問

問

■
水
害
対
策
の
緊
急
性
を
ど
う
考

え
る
！！

水
害
対
策
の
緊
急
性
を
ど
の
様
に

受
止
め
、
関
係
部
署
に
指
示
し
て

い
る
か
。

　
　
　
　
　
国
道
３
２
９
号
や
県
道
38
号

線
、
町
道
小
波
津
屋
部
線
な
ど
の
冠
水
被
害

や
平
園
ハ
イ
ツ
の
み
な
ら
ず
小
波
津
地
内
の

冠
水
に
対
し
大
変
危
惧
し
て
い
る
。

応
急
的
に
大
型
の
水
中
ポ
ン
プ
を
設

置
し
て
強
制
排
水
の
対
応
を
。

　
　
　
　
　
　
排
水
ポ
ン
プ
の
利
用
の
仕
方

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
今
後
の
検
討

と
し
て
捉
え
た
い
。

■
下
水
道
料
金
改
定
、
町
民
に
説

明
を
！！

町
民
は
負
担
感
を
感
じ
る
、
ど
う
い

う
形
で
説
明
す
る
の
か
。

ま
た
体
育
館
フ
ロ
ア
の
ワ
ッ
ク
ス
剝
が
れ

は
、
大
規
模
補
修
と
な
る
為
、
子
供
の
安
全

が
危
惧
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
応
急
対

応
す
る
。

■
重
層
的
支
援
体
制
の
構
築
を
！！

社
会
福
祉
計
画
や
地
域
福
祉
活
動

計
画
の
最
大
の
目
的
は
、
重
層
的

支
援
体
制
の
構
築
で
あ
る
。
そ
の
取
組
み
の

問

そ
の
他
の
質
問

○
東
部
消
防
士
救
助
術
全
国
に
つ
い
て

○
９
月
11
日
に
行
わ
れ
た
西
原
町
議
会
議
員
選

挙
に
つ
い
て

問

問問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

建
設
部
長

南部広域市町村圏事務組合が管理運営を行っている
公営斎場「いなんせ斎苑」

与
よ

儀
ぎ

清
きよし

議員

真
ま

栄
え

城
しろ

 哲
てつ

議員
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が
。

　
　
　
　
　
強
靭
化
計
画
と
合
わ
せ
て
防
災

計
画
を
見
直
し
な
が
ら
作
って
い
き
た
い
。

問

問

問問

問

現
在
県
の
冠
水
対
策
素
案
に
つ
い
て
の
確

認
作
業
を
指
示
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
ラ

イ
ブ
カ
メ
ラ
の
設
置
検
討
、
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
等
を
指
示
し
て
い
る
。

被
災
者
に
対
し
、
義
援
金
制
度
を
構

築
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
今
大
変
な
気
持
ち
は
理
解
し
て

い
る
。
義
援
金
や
見
舞
金
な
ど
内
部
検
討
し

た
い
。

小
波
津
川
の
断
面
を
確
保
す
る
為
、

既
存
の
河
川
も
活
か
し
な
が
ら
、
も

う
一
方
を
折
点
か
ら
真
直
ぐ
下
流
に
推
進
工

法
で
確
保
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
流
入
す
る
水
は
全
て
流
域

外
。
町
域
の
23
％
は
、
小
波
津
川
流
域
で

あ
る
為
、
そ
の
対
策
が
最
優
先
で
あ
る
。

そ
の
次
に
、
指
摘
の
課
題
の
改
善
を
行
い

た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
紙
12
月
号
に
間
に

合
う
の
で
あ
れ
ば
、
掲
載
す
る
。

■
学
校
施
設
や
備
品
等
の
点
検
結

果
は
！！

学
校
施
設
や
備
品
等
の
安
全
点
検
結

果
と
不
備
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
支
柱
の
老
朽

化
に
つ
い
て
、
各
小
学
校
１
コ
ー
ト
分
の
支

柱
購
入
を
行
う
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
今
年
度
、
関
係
機
関
及
び
庁

内
関
係
課
と
個
別
の
意
見
交
換
を
行
い
、
今

後
は
移
行
準
備
事
業
の
実
施
に
取
組
む
自
治

体
の
情
報
を
得
な
が
ら
、
進
め
方
を
検
討
し

て
い
く
。

問

問

そ
の
他
の
質
問

○
学
校
通
学
路
の
安
全
○
琉
球
大
学
移
転
跡
地
利

用
○
乳
幼
児
健
診
に
つ
い
て
○
母
子
健
康
手
帳
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
○
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想

問問

問

町
長

建
設
部
長

教
育
部
長

福
祉
部
長

上
下
水
道
課
長

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
総
務
課
長

環
境
安
全
課
長

町
長

町
長

儀
ぎ

間
ま

駿
しゅん

太
た

郎
ろう

議員

12

一
般
質
問

●
こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録
（
反
訳
文
）
に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
本
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

●
各
議
員
氏
名
横
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
葬
祭
場
建
設
に
つ
い
て

火
葬
場
問
題
は
西
原
町
民
に
と
っ
て

も
一
番
深
刻
で
あ
る
。
昨
年
頃
か

ら
「
火
葬
場
が
混
み
合
い
、
自
宅
な
ど
で
遺

体
を
安
置
す
る
期
間
が
長
引
き
、
遺
族
の
負

担
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
話
も
出
て
、
亡

く
な
っ
て
か
ら
火
葬
ま
で
一
週
間
近
く
か
か

る
こ
と
も
あ
り
町
民
に
と
っ
て
精
神
的
な
負

担
、
金
銭
的
な
負
担
と
大
き
く
の
し
か
か
る

わ
け
で
町
当
局
は
町
民
の
こ
の
苦
難
に
ど
う

応
え
る
か
。

　
　
　
　
　
現
在
火
葬
場
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
火

葬
待
ち
に
、
さ
ら
に
拍
車
が
か
か
り
待
機
日

数
が
長
期
化
し
て
い
る
現
状
で
あ
り
、
広
域

化
相
場
の
重
要
性
を
改
め
て
痛
感
し
て
い

る
。

本
町
の
姿
勢
と
し
て
広
域
化
の
計
画

が
出
な
い
限
り
、
葬
祭
場
建
設
に
着

手
し
な
い
立
ち
位
置
か
。

　
　
　
　
　
建
設
候
補
地
の
課
題
や
、
補
助

金
等
の
活
用
な
ど
、
財
源
的
な
課
題
等
の
理

由
に
よ
り
５
市
町
村
で
の
建
設
を
断
念
し
た

経
緯
が
あ
り
、
昨
年
10
月
に
宜
野
湾
市
が
実

施
し
た
前
回
の
検
討
委
員
会
の
構
成
市
町
村

に
１
市
を
加
え
た
６
市
町
村
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
、
広
域
的
に
取
り
組
む
の
も

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
近
隣
市

町
村
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
調
査
し
た

い
。

私
は
皆
さ
ん
が
広
域
に
こ
だ
わ
る
の

が
よ
く
分
か
ら
な
い
。
今
、
沖
縄
県

に
は
20
余
り
の
葬
祭
場
、
火
葬
場
が
あ
り
、

沖
縄
本
島
に
は
13
あ
る
。
20
幾
つ
あ
る
中
、

広
域
は
い
な
ん
せ
と
南
斎
場
、
２
つ
だ
け
だ
。

料
金
的
に
言
っ
て
も
北
部
の
ほ
う
は
１
万
円
、

１
万
５
０
０
０
円
が
主
で
、
料
金
的
に
も
広

域
の
ほ
う
が
高
い
。
広
域
に
す
る
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
広
域
と
い
う
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の

財
政
状
況
が
あ
る
。
従
っ
て
、
一
市
町
村
で

な
か
な
か
対
応
で
き
な
い
財
政
的
な
も
の
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
補
助
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
る
。

問

問

■
水
害
対
策
の
緊
急
性
を
ど
う
考

え
る
！！

水
害
対
策
の
緊
急
性
を
ど
の
様
に

受
止
め
、
関
係
部
署
に
指
示
し
て

い
る
か
。

　
　
　
　
　
国
道
３
２
９
号
や
県
道
38
号

線
、
町
道
小
波
津
屋
部
線
な
ど
の
冠
水
被
害

や
平
園
ハ
イ
ツ
の
み
な
ら
ず
小
波
津
地
内
の

冠
水
に
対
し
大
変
危
惧
し
て
い
る
。

応
急
的
に
大
型
の
水
中
ポ
ン
プ
を
設

置
し
て
強
制
排
水
の
対
応
を
。

　
　
　
　
　
　
排
水
ポ
ン
プ
の
利
用
の
仕
方

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
今
後
の
検
討

と
し
て
捉
え
た
い
。

■
下
水
道
料
金
改
定
、
町
民
に
説

明
を
！！

町
民
は
負
担
感
を
感
じ
る
、
ど
う
い

う
形
で
説
明
す
る
の
か
。

ま
た
体
育
館
フ
ロ
ア
の
ワ
ッ
ク
ス
剝
が
れ

は
、
大
規
模
補
修
と
な
る
為
、
子
供
の
安
全

が
危
惧
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
応
急
対

応
す
る
。

■
重
層
的
支
援
体
制
の
構
築
を
！！

社
会
福
祉
計
画
や
地
域
福
祉
活
動

計
画
の
最
大
の
目
的
は
、
重
層
的

支
援
体
制
の
構
築
で
あ
る
。
そ
の
取
組
み
の

問

そ
の
他
の
質
問

○
東
部
消
防
士
救
助
術
全
国
に
つ
い
て

○
９
月
11
日
に
行
わ
れ
た
西
原
町
議
会
議
員
選

挙
に
つ
い
て

問

問問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

建
設
部
長

南部広域市町村圏事務組合が管理運営を行っている
公営斎場「いなんせ斎苑」

与
よ

儀
ぎ

清
きよし

議員

真
ま

栄
え

城
しろ

 哲
てつ

議員


